
高知県

北川村小規模多機能施設

　　　　　　　　　　「ゆずの花」

発注者：北川村

設計者：有限会社艸建築工房

施工者：有限会社柴原建設

木造建築物及び木造建造物の部

17

所在地：北川村



 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県北川村に整備された、北川村小規模多機能施設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ゆずの花」は、地域コミュニティ機能をもつ、準耐火建造物の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡易宿泊施設です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外観は、県東部地区の風景にみられる石ぐろ塀、瓦屋根、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土佐漆喰鎧壁仕上という、台風常習で築かれた蔵建築の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構成要素を有しながら、中央テラス面は一転し、木組とガラス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で視線に広がりをもたせ、子どもから大人まで誰もが入り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やすい、地域に開かれたコミュニティの醸成を意識した空間と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建物は、9.5m同スパンの在来工法とCLT工法の二種類の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋根架構で構成しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CLT150mmは下面燃えしろ設計を行い、上弦材・下弦材と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　異なる勾配で生まれる頂部で三角形を作り、左右千鳥配置
させることで板梁の目透かしとしています。
　各々CLTを切欠くことで織りなす木板は、反復による施工性がよく、工期縮減となり、一見、屋根に使うことは
不合理に思える重たいCLTが、まるで、北川村の山々の畝のように軽やかな意匠構造美となり、CLTでしか
できない新しい木造表現となっています。
　

施設の概要

選　　評

■完成時期：平成３１年３月　

・快適に過ごせる空間構成や、使いやすさ、メンテナンス等、細部に至るまでの気遣いが感じられる。

・地域の伝統建築や、職人技術が継承されている点が評価できる。


